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【１.重点取組み内容】 

（１）自律的な組織体制の構築 

在宅総合センター開設３年目となった令和７年度は、各在宅サービス部門の運営が

飛躍した１年となりました。体制整備に合わせて利用者数の増加を図ったことに加え

て、同一拠点に属する他部門との連携を強化して、一人の利用者に対して複数のサー

ビス部門で支援する事例の増加に努めました。 

また、地域との繋がりをより一層強化した１年でもありました。６年振りにご家族

までお招きした夏祭り開催のほか、地域機関や AISAN クリニックと共催での「長寿大

学」という市民講座の開催、地域住民や行政を巻き込んで開催した総合防災訓練等、

地域に対する発信を増やしました。 

 

（２）職員の総合的な資質の向上 

  施設内外の研修に参加する機会を増やして、専門職として必要な資格や知識・スキ

ルの習得を促したほか、新たな業務への挑戦機会を増やすことや日常業務の改善を意

識させる取り組みを行いました。 

また、行事やイベントの共同開催を通じて交流する機会を増やすことにより一体感

の強化を図ったほか、各部門の連携強化を目指した連携事例の発表等により、お互い

の部門や業務内容を知る機会を増やしました。 

  

（３）サービスの向上と拡大に向けた取組み 

  サービス内容の充実や体制の整備、家族および地域と触れ合える機会を増やすこと

等により、利用者が楽しみながら充実した生活ができる環境を作りました。また、入

浴機器を含めた設備に対する投資も行い、ご利用者にとって安心安全、快適な生活環

境の構築に努めました。 

  在宅サービスから施設サービスおよび医療まで一気通貫の提供体制を持つ強みを

生かして、それぞれの連携充実も含めて利用者の増加を図ったほか、訪問看護ステー

ションではリハビリに関する新たな職種を配置することにより、今後更なるリハビリ

ニーズへ対応できる体制を構築しました。 

 

 

 

 

 

 



【２．部門別事業報告】 

（１）特別養護老人ホーム 

  利用者満足度の向上に向け、令和７年度はコロナ前と同水準の生活を取り戻すことに

注力しました。夏祭りについては数年ぶりにご家族を招待し、コロナ禍以前とほぼ同等の

規模で開催することができました。また外出レクについても、感染状況を注視しながら実

施回数を増やし、様々な場所へ出向くことで、四季の変化や社会との接点を肌で感じてい

ただく機会を大幅に提供できました。 

 生産性の向上に向けては、前年度の実証実験を継続し、施設内の電波状況を詳細に調査

しました。その結果、具体的にどこが繋がりにくいかといった死角エリアを正確に把握す

ることができ、次年度以降の本格的な Wi-Fi整備や機器導入に向けた、基盤作りを完了

させることができました。 

 

（２）ショートステイ 

  手作り工作や娯楽品の充実を図り、余暇時間を安心して楽しめるよう配慮しました。 

機能訓練については、拠点内リハビリデイ等との連携をさらに強化し、利用者一人ひとり

のニーズに合わせた訓練時間の確保や物品の活用を進めることで、拠点内での連続的な

サービス提供を継続しました。 

 また、在宅総合センター内の各事業所、居宅介護支援事業所、クリニックとの間で、 

共有連絡ツールを活用しながら密な情報共有に努めました。対面や書面を含めて利用者

の心身状況や家族の意向を迅速に共有し、サービス満足度の向上と、拠点全体で支える 

安心感のある体制づくりに繋げることができました。 

   

（３）デイサービス 

  職員のスキル向上と接遇強化や各専門職の特性を活かしたサービスメニューの創出に

より、ご利用者満足度向上につなげました。特に多職種連携の強化を図り、情報共有や各

職種の役割の見直しを行いました。情報共有の見直しでは、一人ひとりが得た情報を適切

に共有する機会を増やし利用者への接遇強化につなげ、各職種の役割の見直しでは、新た

な役割を担うことで職種間の理解が深まり、連携強化につながるきっかけとなりました。 

  また、職員育成についても積極的に取り組み、新入職員が早期に戦力として活躍し定着

できていました。既存職員についても、意識変革を促し対応困難なご利用者でも前向きな

姿勢で取り組む等知識・技術の向上が得られました。サービスの質的向上も行えたことに

より、利用者増加と安定稼働に繋がりました。 

  

（４）居宅介護支援事業所 

  職員の相互的な資質向上およびケアマネジメント力を強化するため、専門性の高い 

外部研修に積極的に参加しました。また、医療・福祉・地域との連携強化のため、地域  

コミュニティへの参加および法人内外の事例検討会も積極的に開催しました。それらの

活動を通して、事業所全体としてのチーム力が強化され、事業所のサービスの質の安定お

よび向上につなげました。 



（５）ヘルパーステーション 

研修や情報共有を通じて介護保険制度や障害者総合支援法への理解を深めるとともに、

専門職としての知識・技術の向上に努め、高齢者や障害者の多様な地域ニーズに対応でき

る支援力の強化と体制整備に取り組みました。 

また、職員同士が支え合い高め合える職場環境づくりを進め、チーム力向上と働きやす

い職場形成に取り組むことで、人材育成および人材確保につなげました。 

 

（６）訪問看護ステーション 

「生き方・活き方・逝き方」に寄り添う理念のもと、地域に密着した在宅医療サービス

の提供に取り組みました。看護師による 24 時間対応体制や在宅医との連携強化により、

医療依存度の高い利用者や終末期利用者への支援体制の充実を図ることができました。 

また、ICT 活用による情報共有や業務効率化を進め、スタッフ間の連携強化とサービス

品質向上につなげることができました。さらに、訪問リハビリの受け入れ件数も順調に 

増加し、地域からのニーズの高まりを実感する一年となりました。 

 

（７）老人給食サービス 

  不在時の安否確認の徹底を行うと共に、市役所との情報共有を行いながら、地域に必要

とされるサービス提供を行うことが出来ました。 

 

 

 


